
（　　）57 （偕行　令和 6 年 3・4 月号） 花だより・60期・61期・つどい
　

ご
遺
族　

息
女　

安
部
絵
里
子
様　

福
岡
県

⑥
・
6　

上
野
宗
泰
君　

5
・
8
・
18

　

ご
遺
族　

長
男　

信
一
郎
様　
　
　

宮
崎
県

⑥
・
6　

矢
作　

至
君　

5
・
9
・
27

　

ご
遺
族　

息
女　

佐
々
木
直
子
様　

東
京
都

①
・
6　

吉
田
正
人
君　

6
・
1
・
4

　

ご
遺
族　

夫
人　

千
恵
子
様　
　
　

東
京
都

六
十
一
期（
士
61
期

軍
7
期

経
10
期

）担
当
者

清
水　

典
郎

臨
時
幹
事
会　

令
和
5
年
12
月
8
日（
金
）正
午

場
所　

偕
行
社
会
議
室

出
席　

清
水
典
郎
⑥
3-4
鈴
木
邦
彦
�
1-2

小
倉
健
男
�
1-2
布
施
木
昭
�
5-6
小
野
優
�
3-4

青
木
訓
治 

経 

2　

6
名

　

久
し
ぶ
り
の
幹
事
会
、
会
則
は
毎
月
開
催
と

し
て
い
る
の
で
敢
え
て
臨
時
幹
事
会
と
称
し
て

6
月
10
日
の
「
ろ
く
い
ち
会
」
の
出
席
者
を
中

心
に
開
催
案
内
を
発
送
、『
偕
行
』「
花
だ
よ
り
」

誌
上
で
も
ご
意
見
を
伺
い
た
い
と
し
ま
し
た
。

　

小
倉
代
表
幹
事
の
議
案
説
明
、進
行
で
開
始
。

⑴ 

61
期
生
会
の
今
後
に
つ
い
て
出
席
者
の
意

見
を
聴
い
た
が
、
簡
単
に
結
論
の
出
る
問
題
で

も
な
く
、
あ
と
1
〜
2
回
の
ろ
く
い
ち
会
開
催

後
、解
散
を
宣
す
る
方
向
だ
け
を
決
め
ま
し
た
。

⑵ 

基
金
の
処
置
に
つ
い
て
は
本
部
a/c
と
ろ
く

い
ち
会
a/c
の
剰
余
金
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
寄
附
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

偕
行
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

80
万
円

　

靖
國
神
社　
　
　
　
　
　
　
　
　

70
万
円

　

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会　

25
万
円

　

合
計
1
7
5
万
円
支
出
後
の
剰
余
金
65
万

円
は
、
あ
と
2
年
程
の
ろ
く
い
ち
会
、
幹
事
会

に
支
出
を
予
定
し
て
お
り
、
最
終
解
散
時
に
し

か
る
べ
く
処
置
し
ま
す
。

寄
附
金
の
支
出

　

前
項
、
臨
時
幹
事
会
の
決
定
に
従
い
、
1
月

18
日
、22
日
に
寄
附
金
支
出
を
完
了
し
ま
し
た
。

靖
國
神
社
か
ら
は
、
後
掲
の
感
謝
状
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

偕
行
社
賀
詞
交
換
会

　

1
月
8
日
（
月
）
旧
陸
軍
始
の
日
を
卜
し
て
、

靖
國
会
館
偕
行
の
間
で
開
催
1
2
8
名
の
参

加
者
中
、
陸
軍
出
身
者
と
そ
の
家
族
会
員
は
24

名
、
そ
の
う
ち
61
期
生
は
小
倉
、
鈴
木
、
布
施

木
、
清
水
の
4
名
、
新
年
を
奉
祝
し
ま
し
た
。

　

新
年
早
々
、
能
登
地
震
と
羽
田
空
港
の
航
空

機
衝
突
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
不
幸
な
自
然
災

害
と
事
故
、
多
く
の
犠
牲
と
な
っ
た
方
々
に
謹

ん
で
弔
意
を
表
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見

舞
を
申
し
上
げ
、
早
期
の
復
旧
を
お
祈
り
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
　

ご
逝
去
を
悼
み
謹
ん
で
ご
冥
福

訃　

報

　
　
　
　
　
　

を
祈
り
ま
す
。

幡
川
宏
邦
君 

経 

3　

5
・
6
・
6

　

ご
遺
族　

英
子
夫
人　
　
　
　
　
　

東
京
都

野
上
辰
郎
君
�
5-6　

5
・
8
・
1

　

ご
遺
族　

長
男　

眞
様　
　
　
　
　

東
京
都

相
馬
道
男
君
①
1-2　

5
・
10
・
18

　

ご
遺
族　

知
子
夫
人　
　
　
　
　
　

埼
玉
県

松
田
政
夫
君
⑥
6-4　

5
・
11
・
14 

　

ご
遺
族　

和
子
夫
人　
　
　
　
　

神
奈
川
県

川
浦
昭
平
君
�
1-2　

5
・
11
・
17 

　

ご
遺
族　

道
子
夫
人　
　
　
　
　
　

愛
知
県

織
田
宗
政
君 

経 

3　

5
・
11
・
24 

　

ご
遺
族　

基
江
夫
人　
　
　
　
　

神
奈
川
県

中
島
柳
近
君
⑩
1-2　

6
・
1
・
16 

　

ご
遺
族　

栄
美
子
夫
人　
　
　
　
　

栃
木
県

埼
玉
偕
行
会
・

振
武
台
陸
上
防
衛
懇
話
会

　合
同
理
事
会
及
び
振
武
台
賜
名

　記
念
合
同
忘
年
会
の
開
催

栁
澤　

壽
昭　

陸
自
69

　

埼
玉
偕
行
会
・
振
武
台
陸
上
防
衛
懇
話
会

　
（
陸
士
57
〜
61
期
生
と
元
幹
部
自
衛
官
の
会
）

は
、
12
月
3
日
（
日
）、
ほ
ま
れ
会
館
（
さ
い

た
ま
市
浦
和
区
）
に
お
い
て
、
埼
玉
偕
行
会
・

振
武
台
陸
上
防
衛
懇
話
会
合
同
理
事
会
及
び
振

武
台
賜
名
記
念
合
同
忘
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
文
中
敬
称
略
）

〇
埼
玉
偕
行
会
理
事
会

　

次
の
皆
様
が
新
役
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

《
副
会
長
》　　
　
　

川
島　

順　

60
期

《
同
兼
事
務
局
長
》　

國
澤
輝
生　

陸
自
75

《
相
談
役
》　　
　
　

福
島
孝
夫　

60
期

《
理　

事
》　　
　
　

西
本
正
洋　

陸
自
75

　
　
　
　
　
　
　
　

菊
池
政
己　

陸
自
77

　

令
和
6
年
度
総
会
を
、
6
月
30
日
（
日
）、

ほ
ま
れ
会
館
に
お
い
て
開
催
す
る
予
定
で
す
。

〇
振
武
台
陸
上
防
衛
懇
話
会
理
事
会

　

振
武
台
陸
上
防
衛
懇
話
会
は
、
昨
年
4
月
に

振
武
台
連
絡
会
を
現
名
称
に
変
更
し
て
か
ら
、

初
め
て
の
理
事
会
を
開
催
し
、
役
員
の
大
幅
増

員
を
図
り
ま
し
た
。

　

新
体
制
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

《
会　

長
》　　
　
　
　

栁
澤
壽
昭　

陸
自
69

《
副
会
長
》　　
　
　
　

川
島　

順　

60
期

今
野
茂
雄　

陸
自
69　

中
村
幹
生　

陸
自
73
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國
澤
輝
生　

陸
自
75
（
兼
事
務
局
長
）

黒
澤
利
光　

陸
自
75

《
特
別
相
談
役
》　　
　

深
山
明
敏　
　

陸
自
57

《
相
談
役
》　　
　
　
　

甲
斐
啓
一　
　
　

60
期

鈴
木
芳
雄　

60
期　
　

田
中
正
和　
　
　

60
期

福
島
孝
夫　

60
期　
　

森　

繁
弘　
　
　

60
期

小
倉
健
男　

61
期　
　

清
水
典
郎　
　
　

61
期

樋
口　

太　

東
幼
48　

杉
澤
敬
子　
　

陸
自
58

大
浦
誠
哉　

陸
自
60　

小
林
武
一　
　

陸
自
64

若
木
利
博　

陸
自
66　

山
越
孝
雄　
　

陸
自
75

髙
田
祐
一　

陸
自
86

《
理　

事
》　　
　
　
　

神
保
明
生　

59
期
家
族

藤
岡
勝
博　

陸
自
64　

幸
田
武
生　
　

陸
自
66

新
倉　

修　

陸
自
68　

島
津
洋
一
郎　

陸
自
69

正
本
禎
亮　

陸
自
69　

和
田
明
範　
　

陸
自
69

渡
邉
榮
樹　

陸
自
69　

大
音
師
忠
夫　

陸
自
70

剱
持
直
次　

陸
自
70　

栁
澤
孝
興　
　

陸
自
71

山
崎
美
千
代
陸
自
74　

菊
池
政
己　
　

陸
自
77

杉
本
順
則　

陸
自
77　

大
塚
正
征　
　

陸
自
79

西
脇
正
人
陸
自
医
83　

本
田
幸
之
助　

陸
自
87

内
山
恵
子　

陸
自
89　

坂
下
強
志　
　

陸
自
90

桐
原
則
夫　

陸
自
105　
礒
田
健
一　

賛
助
会
員

《
監　

事
》　　
　
　
　

高
岩
利
彦　
　

陸
自
58

俵　

豊　
　

陸
自
68

《
永
世
名
誉
会
員
》　　

宮
澤
洋
夫　

60　

期

　

振
武
台
合
同
観
桜
会
を
、3
月
30
日（
土
）に
、

朝
霞
駐
屯
地
に
お
い
て
、開
催
す
る
予
定
で
す
。

併
せ
て
、
振
武
臺
記
念
館
の
見
学
も
計
画
い
た

し
ま
す
。
旧
陸
軍
会
員
の
皆
様
に
対
す
る
案
内

状
は
、
昨
年
同
様
、
首
都
圏
在
住
の
皆
様
全
員

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
昨
年
の
合
同

観
桜
会
に
は
、
東
部
方
面
総
監
、
東
部
方
面
総

監
部
幕
僚
長
、
両
副
長
、
各
部
長
・
官
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
振
武
台
賜
名
記
念
合
同
忘
年
会

　

昭
和
18
年
12
月
9
日
、
昭
和
天
皇
が
、
現
朝

霞
駐
屯
地
に
あ
っ
た
陸
軍
予
科
士
官
学
校
に
行

幸
さ
れ
た
折
り
、
振
武
台
の
名
を
賜
っ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
振
武
台
賜
名
記
念
合
同
忘
年
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

・
講
演
会

　

古
庄
幸
一
元
海
上
幕
僚
長
・
海
自
69
（
英
霊

に
こ
た
え
る
会
会
長
、靖
國
神
社
崇
敬
者
総
代
）

を
、
講
師
に
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。「
海
か
ら
日
本
を
振
り
返
る
」
と
い
う

演
題
で
、
海
上
自
衛
隊
若
手
幹
部
の
育
成
に
あ

た
り
、
苦
心
さ
れ
た
事
項
等
に
つ
い
て
、
練
習

艦
隊
司
令
官
等
の
体
験
談
を
も
と
に
、
熱
弁
を

振
る
わ
れ
ま
し
た
。

・
意
見
交
換
懇
親
会

　

懇
親
会
で
は
、
参
加
者
全
員
が
近
況
報
告
等

を
実
施
、
途
中
演
芸
会
を
開
催
し
、
幸
田
理
事・

陸
自
66
と
俵
監
事
・
陸
自
68
が
見
事
な
芸
を
披

露
し
参
加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
和
田
偕
行
合
唱
団
長
・
陸
自
69

の
指
揮
で
「
わ
れ
は
海
の
子
」、
今
野
副
会
長
・

陸
自
69
の
指
揮
で「
陸
軍
士
官
学
校
校
歌
」、「
幹

部
候
補
生
学
校
校
歌
」、「
こ
の
国
は
」
等
を
合

唱
、
最
後
に
、
川
島
副
会
長
・
60
期
及
び
甲
斐

相
談
役
・
60
期
の
音
頭
で
万
歳
を
三
唱
し
、
終

了
し
ま
し
た
。

　

師
走
の
多
忙
な
時
期
で
の
開
催
で
し
た
が
、

約
30
名
近
く
の
役
員
が
参
集
し
、
大
変
楽
し
い

合
同
忘
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

群
馬
偕
行
会

　4
年
ぶ
り
に
新
年
互
礼
会
を
開
催

藤
井　

信
男　

陸
自
75

　

群
馬
偕
行
会
（
会
長
代
行　

舩
津
保
雄
）
は
、

1
月
13
日
（
土
）
前
橋
市
の
ホ
テ
ル
「
ラ
シ
ー

ネ
」
に
お
い
て
、
会
員
12
名
の
参
加
を
得
て
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
新
年
互
礼
会
を

4
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
急
遽
就
任
し
た
舩
津
会
長
代
行

は
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
「
わ
が
国
を
取
り
巻

く
安
全
保
障
環
境
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
厳

し
さ
に
直
面
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
一
般
国
民
の
理
解
は
、

ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

私
た
ち
O
B
は
先
頭
に
立
っ
て
、
自
衛
隊
の

活
動
を
広
く
一
般
国
民
に
周
知
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
か
と
思
い
ま
す
」
と
改
め
て
国
防
と
自

衛
隊
に
関
す
る
広
報
の
必
要
性
を
の
べ
ら
れ
、

会
員
一
同
も
自
衛
隊
の
支
援
、
な
か
ん
ず
く
広

報
の
支
援
に
つ
い
て
、
心
を
新
た
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
田
宗
宏
顧
問
の
発
声
で
乾
杯
の

後
、
会
食
、
懇
談
に
移
行
し
た
が
、
久
し
振
り

の
会
合
で
あ
り
、
近
況
報
告
、
今
年
の
抱
負
等

に
つ
い
て
話
し
の
尽
き
な
い
会
員
が
続
出
し
、

司
会
が
発
言
時
間
を
制
限
す
る
等
和
気
藹
々
の

な
か
で
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

■
世
界
の
動
き

12
月

1
日　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
ガ
ザ
南
部
ハ
ン

ユ
ニ
ス
な
ど
に
攻
撃
を
拡
大

・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
軍
人
を
最
大
1
3

2
万
人
に
増
や
す
大
統
領
令
に
署
名
。

15
％
の
増
員
に
相
当

3
日　

米
中
央
軍
が
紅
海
で
商
船
3
隻
が

フ
ー
シ
派
に
攻
撃
さ
れ
、
米
駆
逐
艦
が
複

数
の
無
人
機
を
撃
墜
し
た
と
発
表

偕
行
軍
事
情
勢

（
12
月
~
1
月
）
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國
澤
輝
生　

陸
自
75
（
兼
事
務
局
長
）

黒
澤
利
光　

陸
自
75

《
特
別
相
談
役
》　　
　

深
山
明
敏　
　

陸
自
57

《
相
談
役
》　　
　
　
　

甲
斐
啓
一　
　
　

60
期

鈴
木
芳
雄　

60
期　
　

田
中
正
和　
　
　

60
期

福
島
孝
夫　

60
期　
　

森　

繁
弘　
　
　

60
期

小
倉
健
男　

61
期　
　

清
水
典
郎　
　
　

61
期

樋
口　

太　

東
幼
48　

杉
澤
敬
子　
　

陸
自
58

大
浦
誠
哉　

陸
自
60　

小
林
武
一　
　

陸
自
64

若
木
利
博　

陸
自
66　

山
越
孝
雄　
　

陸
自
75

髙
田
祐
一　

陸
自
86

《
理　

事
》　　
　
　
　

神
保
明
生　

59
期
家
族

藤
岡
勝
博　

陸
自
64　

幸
田
武
生　
　

陸
自
66

新
倉　

修　

陸
自
68　

島
津
洋
一
郎　

陸
自
69

正
本
禎
亮　

陸
自
69　

和
田
明
範　
　

陸
自
69

渡
邉
榮
樹　

陸
自
69　

大
音
師
忠
夫　

陸
自
70

剱
持
直
次　

陸
自
70　

栁
澤
孝
興　
　

陸
自
71

山
崎
美
千
代
陸
自
74　

菊
池
政
己　
　

陸
自
77

杉
本
順
則　

陸
自
77　

大
塚
正
征　
　

陸
自
79

西
脇
正
人
陸
自
医
83　

本
田
幸
之
助　

陸
自
87

内
山
恵
子　

陸
自
89　

坂
下
強
志　
　

陸
自
90

桐
原
則
夫　

陸
自
105　
礒
田
健
一　

賛
助
会
員

《
監　

事
》　　
　
　
　

高
岩
利
彦　
　

陸
自
58

俵　

豊　
　

陸
自
68

《
永
世
名
誉
会
員
》　　

宮
澤
洋
夫　

60　

期

　

振
武
台
合
同
観
桜
会
を
、3
月
30
日（
土
）に
、

朝
霞
駐
屯
地
に
お
い
て
、開
催
す
る
予
定
で
す
。

併
せ
て
、
振
武
臺
記
念
館
の
見
学
も
計
画
い
た

し
ま
す
。
旧
陸
軍
会
員
の
皆
様
に
対
す
る
案
内

状
は
、
昨
年
同
様
、
首
都
圏
在
住
の
皆
様
全
員

に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
昨
年
の
合
同

観
桜
会
に
は
、
東
部
方
面
総
監
、
東
部
方
面
総

監
部
幕
僚
長
、
両
副
長
、
各
部
長
・
官
に
ご
出

席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
振
武
台
賜
名
記
念
合
同
忘
年
会

　

昭
和
18
年
12
月
9
日
、
昭
和
天
皇
が
、
現
朝

霞
駐
屯
地
に
あ
っ
た
陸
軍
予
科
士
官
学
校
に
行

幸
さ
れ
た
折
り
、
振
武
台
の
名
を
賜
っ
た
こ
と

を
記
念
し
て
、
振
武
台
賜
名
記
念
合
同
忘
年
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

・
講
演
会

　

古
庄
幸
一
元
海
上
幕
僚
長
・
海
自
69
（
英
霊

に
こ
た
え
る
会
会
長
、靖
國
神
社
崇
敬
者
総
代
）

を
、
講
師
に
お
迎
え
し
、
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。「
海
か
ら
日
本
を
振
り
返
る
」
と
い
う

演
題
で
、
海
上
自
衛
隊
若
手
幹
部
の
育
成
に
あ

た
り
、
苦
心
さ
れ
た
事
項
等
に
つ
い
て
、
練
習

艦
隊
司
令
官
等
の
体
験
談
を
も
と
に
、
熱
弁
を

振
る
わ
れ
ま
し
た
。

・
意
見
交
換
懇
親
会

　

懇
親
会
で
は
、
参
加
者
全
員
が
近
況
報
告
等

を
実
施
、
途
中
演
芸
会
を
開
催
し
、
幸
田
理
事・

陸
自
66
と
俵
監
事
・
陸
自
68
が
見
事
な
芸
を
披

露
し
参
加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
、
和
田
偕
行
合
唱
団
長
・
陸
自
69

の
指
揮
で
「
わ
れ
は
海
の
子
」、
今
野
副
会
長
・

陸
自
69
の
指
揮
で「
陸
軍
士
官
学
校
校
歌
」、「
幹

部
候
補
生
学
校
校
歌
」、「
こ
の
国
は
」
等
を
合

唱
、
最
後
に
、
川
島
副
会
長
・
60
期
及
び
甲
斐

相
談
役
・
60
期
の
音
頭
で
万
歳
を
三
唱
し
、
終

了
し
ま
し
た
。

　

師
走
の
多
忙
な
時
期
で
の
開
催
で
し
た
が
、

約
30
名
近
く
の
役
員
が
参
集
し
、
大
変
楽
し
い

合
同
忘
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

群
馬
偕
行
会

　4
年
ぶ
り
に
新
年
互
礼
会
を
開
催

藤
井　

信
男　

陸
自
75

　

群
馬
偕
行
会
（
会
長
代
行　

舩
津
保
雄
）
は
、

1
月
13
日
（
土
）
前
橋
市
の
ホ
テ
ル
「
ラ
シ
ー

ネ
」
に
お
い
て
、
会
員
12
名
の
参
加
を
得
て
新

型
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
新
年
互
礼
会
を

4
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
急
遽
就
任
し
た
舩
津
会
長
代
行

は
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
「
わ
が
国
を
取
り
巻

く
安
全
保
障
環
境
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
厳

し
さ
に
直
面
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自

衛
隊
の
活
動
に
対
す
る
一
般
国
民
の
理
解
は
、

ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

私
た
ち
O
B
は
先
頭
に
立
っ
て
、
自
衛
隊
の

活
動
を
広
く
一
般
国
民
に
周
知
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
か
と
思
い
ま
す
」
と
改
め
て
国
防
と
自

衛
隊
に
関
す
る
広
報
の
必
要
性
を
の
べ
ら
れ
、

会
員
一
同
も
自
衛
隊
の
支
援
、
な
か
ん
ず
く
広

報
の
支
援
に
つ
い
て
、
心
を
新
た
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
田
宗
宏
顧
問
の
発
声
で
乾
杯
の

後
、
会
食
、
懇
談
に
移
行
し
た
が
、
久
し
振
り

の
会
合
で
あ
り
、
近
況
報
告
、
今
年
の
抱
負
等

に
つ
い
て
話
し
の
尽
き
な
い
会
員
が
続
出
し
、

司
会
が
発
言
時
間
を
制
限
す
る
等
和
気
藹
々
の

な
か
で
、
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

■
世
界
の
動
き

12
月

1
日　

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
ガ
ザ
南
部
ハ
ン

ユ
ニ
ス
な
ど
に
攻
撃
を
拡
大

・
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
軍
人
を
最
大
1
3

2
万
人
に
増
や
す
大
統
領
令
に
署
名
。

15
％
の
増
員
に
相
当

3
日　

米
中
央
軍
が
紅
海
で
商
船
3
隻
が

フ
ー
シ
派
に
攻
撃
さ
れ
、
米
駆
逐
艦
が
複

数
の
無
人
機
を
撃
墜
し
た
と
発
表

偕
行
軍
事
情
勢

（
12
月
~
1
月
）




